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（IDM：Integrated Device Manufacturer ）がある。このような企業の立地は、コストによっても、競争戦
略論等によっても十分には説明できない。
　本研究は、これらの半導体設計企業の立地決定要因に対して、「知識」という企業固有の特殊優位に着目し、
技術とアーキテクチャの組合せが異なる様々な半導体設計企業の競争力について、形式知の１つでありクラ
スターの影響を受ける「特許」と暗黙知の１つである「粘着的経験知識」が及ぼす影響を調査し、半導体設
計企業の競争力に対して企業固有の「粘着的経験知識」が与える影響の重要性について明らかにした点に学
問的新規性があると考えられる。
　ファウンドリという製造特化企業とファブレスという設計特化企業の関係は、既に国際経営論、産業クラ
スター論に基づく先行研究で取り扱われてきたが、IDM 企業の持つ特殊優位に着目し、それを知識経営論
を分析に取り入れて解明した点は学問的新規性があり、我が国のように高コスト（比較劣位）の国にとって
は産業政策立案上も興味深い研究であると判断できる。
　本文中の暗黙知、経験知識、粘着的経験知職の定義と使い分けについては、口頭試問の質疑応答において
も確認した。暗黙知は、経験知識と概念知識に分類され、経験知識は、粘着的経験知識と非粘着的経験知識
に分類される。粘着的とは、流動性が少なく、他の主体、状況、用途、地域などへの移転が容易ではないこ
とを意味し、究極的には製造設備に制限される場合に及び、昔から使用されている機械やレシピを変えると
同じ特性が得られないのと似ている。
　このような結果は、日本のように税制や生産の要素コストといった立地要因が不利でも、粘着的経験知識
によって模倣困難な付加価値の高い製品を産み出すことができれば競争力を取り戻せる可能性があることを
示唆している。
　しかし、言うまでもなく本研究も完璧ではない点がいくつかある。まず、立地要因の収益に対する感度分
析において、各要因の独立性の検定を念のため行っておく必要があるのではないか。また、特許件数と売上
高の相関分析では、直線近似を用いているが、非直線の可能性についても考慮すればより精緻な分析となろう。
また、得られた結果については、現状でも有益な意味を持つことから、もっと学問的・政策的なインプリケー
ションについて強く言及しても良いと思われる。
　上記のようにいくつかの改善点はあるものの、これらの指摘は今後の研究において補うべき課題と言える
ものであり、本論文の学術的貢献を損なう程のものではないと考えられ、今後、一層の研鑽と学問的成長を
期待できる十分なものと判断した。
　以上より、博士学位申請論文審査委員会は、所定の試験結果をあわせ考慮し、申請者が、関西学院大学学
位規程第５条第１項の規定により、博士（先端マネジメント） の学位を受けるに値するものと認めた。
